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■ はじめに 
このドキュメントは、SkyPDFPro2 for MAGIC MT版（マルチスレッド版）を利用す
る際のMAGICエンジンの実行アカウントについて記述したものです。 

 
■対象製品 
 ・SkyPDFPro2 for MAGIC MT版 
 
■発生現象 

MAGICエンジンの実行アカウントが正しくない場合、SkyPDFPro2のプロパティが正
常に反映されません。 
よって、次のような現象が発生します。 
・ 解像度が正しくない。 
・ 画像が正しく表示されない（もしくは画像が荒くなる、汚くなる） 
・ セキュリティー（パスワード）、すかし、署名が正しく設定されない。 
・ 印刷設定の内容が正しく反映されない。（保存されていないように動作する） 

 
■ SkyPDFPro2のプロパティの設定について 

SkyPDFPro2 のプリンタドライバのプロパティはプリンタのプロパティの印刷設定か
ら設定できます。この設定情報は、ログオンしているユーザごとに設定が行われます。 
MAGIC サーバーを利用するとき、MAGIC エンジンを実行するアカウントで、
SkyPDFPro2のプリンタプロパティを設定してください。他のユーザで設定した場合、
設定が反映されません。また、MRBをローカルシステムアカウントで実行し、MAGIC
エンジンをMRBからの自動起動に設定している場合、SkyPDFPro2のプリンタプロパ
ティはどのユーザの設定も反映されず、SkyPDFPro2の初期の値になります。 
 
 

■ MRBおよびMAGICエンジンの実行アカウントの設定について 
● MRB（Magic V.x Broker）がサービス起動されていて、かつMAGICエンジン

がMRBから自動起動される場合。 
MRB のサービスのログオンのアカウントをローカルシステムアカウントで
はなく、SkyPDFPro2 ドライバ（プリンタドライバ）を設定したアカウント
に変更してください。 



 

 
上記画像の SkyPDFUSER（ユーザ名）は例です。 
 
つぎに、必要の応じて、ローカルセキュリティーポリシー（コントロールパ

ネル→管理ツール）を起動し、「サービスとしてログオン」に、さきほど設定

したユーザアカウントを追加します。 



 
追加は、サービスとしてログオンをダブルクリックし、設定画面が表示され

ますので、追加ボタンから処理してください。 
すでに登録済のグループに先ほどのユーザアカウントが所属している場合に

は設定する必要はありません。 
 
次に、mgrb.iniを開き、 
V10.xの場合、 
[APPLICATIONS_LIST] 

;MyApp1 = eDevRTE.exe /DeploymentMode=B /StartApplication=[ecf file name and 

path],C:¥Program Files¥Magic¥Studio V10,,,0 

V9.4Plusの場合、 
[MRB_EXECUTABLES_LIST] 

Background = MGGENW.EXE /ApplicationStartup=B,C:¥Program 

Files¥Magic¥eDeveloperPlus,,,0 

のそれぞれ、右から 3 つ目＜ユーザ名＞と 2つ目<パスワード>を設定すると
ころを空白にしてください。 



以上で設定は完了です。 
 

 
● MRB がサービス起動されていて、MAGIC エンジンが MRB から自動起動され

ない場合。（MRBとMAGICエンジンが分離している場合を含む） 
MRBの実行アカウントは初期値から変更する必要はありません（ローカルシ
ステムアカウントでも可）。MAGIC エンジンの実行アカウントを

SkyPDFPro2のプリンタプロパティを設定したユーザに設定してください。 
   
● MRBがサービス起動されていない場合。 

MRB および MAGICエンジンの実行アカウントを SkyPDFPro2 のプリンタ
プロパティを設定したユーザに設定してください。 
 

 
■ 補足 

MAGICエンジンの実行アカウントを変更すると、プログラムの実行権、ファイルへの
アクセス権、共有フォルダへのアクセス、PervasiveSQLへのアクセスなどに影響がで
ることがあります。MAGICの実行アカウントの設定はこれらも加味してユーザを設定
してください。 

 
以上 

 


